
開催日 プログラム 

３、４日（土、日） 工作『ひな人形飾り』 

１０，１１日（土、日） 工作『ゆらゆらピコピコおもちゃ』 

１２（月・祝）、２３日

（金・祝）、２５（日） 
実験『静電気で遊ぼう』 

２４日（土） ロボットサッカー 

 ▼   

７、２１、２８日(水) 折り紙ひな人形作り 

※開催時間などくわしくは、ホームページをご覧ください。 

２月のスポットサイエンス 

今年の干支（えと）は『辰』。辰とは伝説の怪獣

『竜』と言われています。昔の人々はこの竜を

星座にしました。北極星の周りを回る北天の星

座『りゅう座』です。 

    

 

 りゅう座は、大きさこそ88星座の中で８番目です

が、明るい星が少なく、目立たない星座です。ただ

し、トレミーの48星座に含まれる歴史ある星座です。 

 りゅう座のα（アルファ）星は、竜のしっぽ付近に見え

る４等星のツバーン。現在の北極星はこぐま座のポ

ラリスですが、紀元前３千年ごろは、このツバーンが

北極星でした。 

 りゅう座で一番明るい星は、エルタニンで、この星

座で唯一の２等星です。アラビア語の『ヘビ』が由来

とされ、ほかの３つの星とともにいびつな四角形をし

ています。その４つの星の並びが竜の頭になる部分

で、そこから漢字の『乙（おつ）』の字をくずしたように結

んでいくと、りゅう座の全体が現れます。 

 ギリシャ神話には、英雄ヘルクレスの12の難行の

11番目に、黄金のリンゴを守る竜として登場します。

神話によっては、この竜は頭が100もあり、決して眠

ることがなく、役目をしっかり果たし

た功績により、星座になったとされ

ています。 

北天の星座『りゅう座』 

▲りゅう座（撮影：2024年１月４日18：06登別市来馬町） 

みて、ふれて、つくって なっとく！ 2024 
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★展示中の錯視の内容 

●変身立体錯視 

●ムンカー錯視 

●逆遠近立体錯視 

●ホロウマスク錯視 

●北岡明佳
きたおかあきよし

の角度錯視図『旗』 

●色の錯視 

おやっ？鏡の前にあるのはまるい筒

です。ところが鏡に映っているのは

四角い筒です。どうしてそう見える

のでしょう？ 

『錯視（さくし）コーナー』で目の錯

覚を体験してみませんか！ 

変身立体錯視◆と● 

 人間は、まるく見えるものはどこか

ら見ても、まるいと思いこんでいま

す。 

 それで鏡に映っているのが四角形な

  人間は左右２つの目でものを見ます。同じものを見ても右目

と左目では、わずかにズレて見えます。脳はこのわずかなズレ

で、ものを立体的だと感じます。 

 しかも、じっくり見て立体を感じているのではありません。

すばやくものの立体感や距離を判断しているのです。人間の脳

は、すばやく平面から特定の立体を思い浮かべてしまう『癖

（くせ）』があります。この癖は、危険から身を守るために重要

な役割を果たしているのです。 

 『立体錯視』はそんな人間の脳の癖を利用し

て勘違いさせています。また。立体錯視は、片

目で見ると左右のズレがわからなくなり、より

脳は強く立体を思い浮かべます。 

立体錯視
り っ た い さ く し

はなぜおこる？ 

▲錯視コーナー 

（鏡） 


